
報告 第 2５回アーモンドの会(201９年) 

アーモンドの会（障がいを負う人々と共に生きる教会を目指す懇談会） 

 

 ９月２３日（月・祝）、第２５回アーモンドの会が、埼玉和光教会を会場に開催

されました 

「障がいを負う人々と共に生きる教会を目指す懇談会」という少し長い名称の懇

談会です。４半世紀継続しているこの懇談会は、様々な障がいを負う方との共生

を教会はどのような配慮をもって接してきたかを考える時として、また、さまざ

まな取り組みをしている方の話を聞き、学び合い、語り合うことを通して気付き

を与えられることを目的としています。 

今回は統合失調症について、医療専門家の目線、当事者の方の目線、関わる方々

(家族として、教会の兄弟姉妹として)の目線から講演を聴き、当事者の方の証を

聴き、参加者の思いを語り合う時間としました。 

 

開会礼拝は、澁谷弘佑牧師(毛呂教会)が「主のもとに住む」との説教題でコリ

ントの信徒への手紙５章１節～１０節から、ご自分の体験を交えて語られました。 



今年は統合失調症を取り上げ、主題講演を精神科医功

刀弘氏（日本基督教団甲府教会員、功刀クリニック名誉

院長）にお願いしました。｢統合失調症診療歴より｣―イ

エスが病んでいる人たちと出会ったときの物語から学

ぶ―と題して講演していただきました。丁寧なレジメを

作成していただき、スライドを使ったお話は、私のようなものにも理解しやすい

ように工夫してくださっていたと感じました。 

最初に聖書のみ言葉から説き起こされ、５０年の診療経験から、回復後の再発原

因や治療の問題点、特に睡眠と病状の関係など様々な知見を示してくださいまし

た。 

当事者の「心の泉会」小林良雄さんの証しは、当事者として、学生時代に自分の

異常にきずき、受診に至った経緯からはじまり、仕事を探すときの苦労、就職と

断薬が原因の再発、転職の繰り返し、現在の仕事に至るまでの様々な出来事を率

直に語ってくださいました。 



お昼は食事をいただきながら、歓談の時。教会ごとの紹介や、伝道集会の PR な

ど。ロビーでは作業所・教会などの物品販売・・・。 

 

 
 

 

 午後からは６～８人の小グループに分かれての分かち合いを行いました。参加

者全員がそれぞれの立場で発題から感じたことなどを自由に話します。「当事者の

小林さんの話に力付けられた」との感想をお話しされる方が多くいました。また



「自分の障がいのことをここだから話

せるけど、安心して話せる場を探して

教会を転会した。」「障がいのある方に

どう接したらよいか悩むことがある。」

「統合失調症の方とのトラブルの対処

法なども聞きたかった」など自由な意

見交換が活発に行われました。 

最後に全員が集まり、分団報告や講師

の補足説明と高橋悦子牧師(桶川伝道

所)の閉会祈祷をもって終了しました。 

参加者は１０４名（２３教会、３他教会、

１団体 席上献金 ￥６４、５１５） 

 

 

アーモンドの会はホームページを開設し

ています。是非ご覧ください。

http://www.almond-saitama.com/conference/ 

アーモンドの会 書記 奥田幸平(埼玉新生教会 信徒) 

http://www.almond-saitama.com/conference/

